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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 8,000 7,400 748 7,000 ○ 9,500
3 14 10,200 10,100 596 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 9,400

16-18 11,000 10,700 931 10,000 ○ 柱目４寸取り 8,900
す 20- 12,200 11,200 1,478 7,000 ○ 中目 9,800

4 8-11 250 247 - 230 ○ 本＠ 230
12-13 8,000 8,000 464 8,000 ○ 母屋取り 7,400

14 10,000 10,000 780 10,000 ○ 桁目3.5寸 10,500
16-18 12,000 9,300 1,079 6,000 ▼ 桁目　4寸 9,300
20-22 15,000 9,400 1,654 6,000 ▼ 中目 10,500

ぎ 24-28 18,000 11,000 2,970 6,000 ○ 中目 11,300
30-34 19,000 12,100 4,961 5,000 ○ 二番玉節少 11,900
36- 51,700 15,700 9,331 - ○ 根玉選木 -

6 16-18 15,500 15,300 2,254 14,500 ○ 通し柱 14,700
20-22 15,000 14,200 3,498 12,000 ○ 通し柱 14,700

2 20- 15,000 11,300 1,486 3,800 ○ 9,200
3 14 17,000 16,200 956 16,000 △ 柱目3～3.5寸 8,700

ひ 16 21,900 21,000 1,827 20,000 △ 柱目3.5～4寸 13,800
18-22 18,900 18,000 2,376 17,400 △ 柱目４寸取り 13,300

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 233 - 200 ○ 本＠ 277
12-13 12,000 11,900 690 11,800 ○ 3寸取り 6,300

14 16,300 16,000 1,248 15,600 ○ 土台目3.5寸 13,000
の 16-18 20,600 18,900 2,192 16,600 △ 土台目3.5～４寸 13,500

20-22 25,400 17,900 3,150 14,200 ○ 中目縁甲取り 13,900
24-28 36,000 18,500 4,995 14,000 ○ 中目 14,800
30-34 46,800 25,000 10,250 16,000 ○ 二番玉節少 18,700
30- 62,000 36,000 - - ○ 根玉選木 30,000

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 32,000 28,500 5,529 25,000 ○ 通し柱　４寸 29,400
20-22 30,000 28,300 8,207 23,000 ○ 通し柱　 27,800

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

7月10日 土場在庫 15台

《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 890 860 96.6%
ヒノキ 542 542 100.0%
その他 64 64 100.0%

計 1,496 1,465 97.9%
《つち情報》

　『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　9月1日（日）～9月7日（土）

平成25年7月11日

落　　　札　　　価　　　格

《ヒノキの平均単価16,800円/㎥に！》
今回出品したヒノキの平均単価は16,000円/㎥を大幅に
超え16,800円/㎥となった。特別な優良材の出品はほと
んど無く、出品材１本当たりの平均材積をみると、４ｍ末
口１６ｃｍの材積と同じく０．１０２㎥であり、柱、土台角等
がかなり居所を上げておりヒノキ相場を牽引しているこ
とが鮮明に読みとることができる。ただ、今回ヒノキの出
品量は５４２㎥と少なく、土場在庫もほとんどないことか
ら、製品相場の好転によるものなのか、無い物高なの
か状況は未だに不透明である。関東の製品市場では大
型製材工場の在庫処分による大量のＢ材製品の投げ
売りが続いているとのこと。製品安の原木高の様相が
見え始めている中、足腰がしっかりしている地元中小の
製材工場が本市場の原木相場をしっかりと支えてくれて
いる。


